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Abstract：症例は 76 歳男性で，入院 3 日前に発熱で近医を受診し，インフルエンザ A 型と

診断され，オセルタミビルを処方された．しかし，服用終了後も症状は改善せず，2 日後に

近医を再受診し重症肺炎と診断され入院となった．その後，クリンダマイシンとアミカシ

ンが投与され，翌日に肺炎治療目的にて当院へ転院搬送された．23 病日にサイトメガロウ

イルス(CMV)抗原が陽性であることが判明し，病棟薬剤師は主治医からガンシクロビル

(GCV)投与について相談を受けた．この時点での腎機能は CCr 46.6mL/min であり，1 回

130mg，12 時間間隔での投与を提案した．その際，今後の採血結果で腎機能の悪化や血球

減少等の副作用発現が認められた場合には，減量が必要になる点についても情報提供しモ

ニタリングを行った．GCV 投与 7日目(第 29病日)に CMV 抗原を測定し，第 31 病日にCMV

抗原が陰性であったため，GCV は投与中止とし，計 8 日間の投与で終了した．再発もなか

ったため第 37 病日に退院となった． 

 

 

 

 

 

 

 


